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■公共交通機関をご利用の場合
●名古屋駅より
【なごや観光ルートバス「メーグル」】
【 市 バ ス 】
【名鉄バス】
【　J　R　】 
【地下鉄】

●栄より
【 市 バ ス 】

 名古屋駅前8番のりば名古屋駅発着で平日30～１時間に１本、土・日・休日は20分～30分に1本運行
名古屋駅前２番のりば基幹２号系統、「徳川園新出来」下車徒歩３分
名鉄バスセンター３F　４番のりば基幹バス「引山」方面行「徳川園新出来」下車徒歩３分
JR中央本線、「大曽根」下車南出口より徒歩10分
東山線「藤が丘」方面行、「栄」で名城線「右回り」に乗り換え「大曽根」下車３番出口より徒
歩15分　桜通線「野並」方面行、「車道」下車①番出口より徒歩15分

栄バスターミナル（オアシス21）3番のりば基幹2号系統、「徳川園新出来」下車徒歩3分
■お車をご利用の場合
蓬左文庫専用駐車場はありません。徳川園駐車場（有料　30分　120円）をご利用下さい。

■休館日／月曜日（祝日のときは直後の平日）8月13日㈪は展示室のみ臨時開館します。
 12月中旬～1月3日　※催事により変更することがあります。
■展示室／有料　一般：1200円　高大生：700円　小中生：500円（蓬左文庫・徳川美術館 共通観覧）
 【開室時間】午前10時～午後5時（入室は午後4時30分まで）8月10日㈮～12日㈰午後7時まで延長開館（入室は午後6時30分まで）
■閲覧室／無料・館外貸し出しはいたしません。
 【閉架図書】午前9時30分～午前12時　午後1時～午後5時　【開架図書】午前9時30分～午後5時
 【複写サービス】保存など支障のない範囲で、CD-Rからのプリントアウトまたはマイクロフィルム複写などの方法により行います。電話・郵便による申込みも可。

表紙：近世怪談霜夜星（きんせいかいだんしもよのほし）

近世怪談霜夜星
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展
示
室
１
・
２
　

　
尾
崎
久
弥
氏
は
、明
治
二
十
三
年（
一
八
九
〇
）名
古
屋
に
生
ま
れ
、

八
十
一
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、終
生
名
古
屋
を
離
れ
る
こ
と
な
く
、著

述
、研
究
活
動
を
行
っ
た
近
世
文
学
の
先
駆
的
研
究
者
で
あ
る
と
と
も

に
、戯
作
を
中
心
と
し
た
江
戸
文
学
の
刊
本
、写
本
と
浮
世
絵
の
当
代
随

一
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
も
世
に
知
ら
れ
た
人
物
で
す
。

　
書
籍
や
浮
世
絵
な
ど
、一
万
六
千
点
を
こ
え
る
尾
崎
氏
の
収
集
資
料

は
、没
後
ま
も
な
く
昭
和
四
十
七
年（
一
九
七
二
）蓬
左
文
庫
に
寄
贈
さ

れ
、「
尾
崎
久
弥
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、同

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
寄
贈
さ
れ
て
四
十
周
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、そ
の

代
表
作
品
を
ご
紹
介
す
る
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
尾
崎
氏
自
身
、「
自
分
は
、浮
世
絵
が
専
攻
で
は
な
い
、た
だ
好
き
と
い

う
だ
け
で
あ
る
。
が
、な
ぶ
っ
て
い
る（
※
）江
戸
期
稗
史（
小
説
）類
と
こ

の
浮
世
絵
と
は
不
離
の
交
渉
に
い
る
。」と
記
し
て
い
ま
す
が
、江
戸
の

文
芸
は
画
文
一
体
、戯
作
は
、文
章
だ
け
で
は
成
立
し
ま
せ
ん
。
浮
世
絵

師
が
、挿
絵
を
画か

き
、華
や
か
な
錦
絵
で
合
巻
の
表
紙
を
飾
り
ま
し
た
。

時
に
は
絵
師
が
戯
作
者
を
や
り
、戯
作
者
が
挿
絵
を
画か

く
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
歌
舞
伎
の
人
気
役
者
は
、浮
世
絵
、戯
作
の
ス
タ
ー
で
あ
り
、

中
に
は
戯
作
者
を
兼
ね
る
も
の
も
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
尾
崎
氏
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
は
、浮
世
絵
だ
け
で
も
、戯
作
だ
け
で
も
語
れ
な
い
の
で
す
。

　
こ
の
度
の
展
示
で
は
、洒
落
本
、人
情
本
、読
本
、合
巻
な
ど
の
蓬
左
文

庫
が
所
蔵
す
る
江
戸
文
学
の
書
物
と
昭
和
五
十
八
年
に
名
古
屋
市
博
物

館
に
移
管
さ
れ
た
浮
世
絵
を
一
堂
に
会
し
、江
戸
庶
民
文
芸
の
宝
庫「
尾

崎
久
弥
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」の
魅
力
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

会期：平成24年4月14日（土）〜 5月27日（日）

寄
贈
40
周
年
・
徳
川
園
80
周
年
記
念
　
春
季
特
別
展

江
戸
の
粋 

―
尾
崎
久
弥
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―

※「
な
ぶ
る
」は
名
古
屋
言
葉
で「
手
掛
け
て
い
る
」「
取
り
扱
っ
て
い
る
」の
意

今様美人拾二景　愛宕山 
しんきそう　渓斎英泉画
名古屋市博物館蔵

腕を組み、伏し目で物思いに
ふける女。尾崎氏が主著『江
戸軟派研究』で掲載した一
枚である。
尾崎氏は英泉の妖しく官能
的な美人画に注目し、江戸文
学に共通する「退廃美」を特
に愛した。
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次回展示 会期：平成24年7月25日（水）〜 9月30日（日）

　
応
仁
の
乱（
一
四
六
七
～
七
七
年
）以
降
、国
内
で
の
勢

力
争
い
と
し
て
展
開
し
て
い
た
合
戦
は
、十
六
世
紀
の
中

葉
に
な
る
と
一
国
を
超
え
る
規
模
の
合
戦
へ
と
拡
大
し
て

い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、国
内
の
一
領
主
で
あ
っ
た
諸
勢

力
は
領
土
を
拡
大
し
て
い
き
、強
固
な
家
臣
団
を
組
織
し

た
い
わ
ゆ
る
戦
国
大
名
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
領
土
と
家
臣
団
の
拡
大
は
、さ
ら
な
る
合
戦
の
拡
大
を

招
く
と
と
も
に
戦
闘
方
法
や
武
具
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。
個
人
戦
か
ら
集
団
戦
へ
と
傾
向
を
強
め
、長
槍
を

駆
使
し
た
戦
い
へ
と
変
化
し
ま
す
。
ま
た
、新
た
に
伝
来

し
た
鉄
砲
を
如
何
に
組
織
的
に
駆
使
す
る
か
が
、合
戦
の

勝
敗
を
分
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
そ
の
潮
流
を
最
も
上
手
く
掴
ん
だ
の
が
織
田
信
長
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
合
戦
の
大
規
模
化
は
、信
長
、そ
れ
に
続

く
豊
臣
秀
吉
・
徳
川
家
康
の
天
下
統
一
へ
の
動
き
と
と
も

に
加
速
し
て
い
き
ま
し
た
。
秀
吉
と
家
康
と
が
争
っ
た
小

牧
・
長
久
手
の
戦
い（
一
五
八
四
年
）や
、徳
川
方
と
反
徳
川

方
で
争
わ
れ
た
関
ヶ
原
の
戦
い（
一
六
〇
〇
年
）は
、日
本

全
土
を
二
分
す
る
合
戦
と
し
て
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
豊
臣

方
と
徳
川
方
で
争
わ
れ
た
大
坂
の
陣（
一
六
一
四・一
五
年
）

は
、拡
大
し
た
戦
国
の
合
戦
の
最
期
の
姿
と
い
え
ま
す
。

　
本
展
で
は
、合
戦
の
武
具
と
と
も
に
巨
大
化
し
て
い
く

戦
国
の
戦
い
を
紹
介
し
ま
す
。

展
示
室
１
・
２

戦
国
の
合
戦

長篠合戦図屏風（部分）　江戸時代　18世紀　徳川美術館蔵

天正3年（1575）5月11日に、現在の愛知県新城市設楽原付近で行われた織田信長・徳川家康連
合勢（左方）と、武田勝頼勢（右方）の戦いを描く。長篠の戦いは、史上初めて鉄砲を大量かつ組織
的に使用した戦いとしても知られている。
※期間中展示替があります。
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展
示
室
１
・
２

会期：平成24年6月2日（土）〜 7月22日（日）

徳
川
園
80
周
年
特
別
企
画

﹁
尾
張
徳
川
家
大
曽
根
邸
と
徳
川
園
﹂

　
平
成
二
十
四
年（
二
〇
一
二
）は
徳
川
園
が
開
園
し
て
八
十
年
目
の
節
目
に
あ
た
り
ま

す
。
徳
川
園
は
、明
治
以
降
に
尾
張
徳
川
家
の
名
古
屋
本
邸
と
な
っ
た
大
曽
根
邸
の
跡
地

で
、敷
地
内
に
は
邸
宅
ゆ
か
り
の
門
・
蔵
な
ど
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

　
も
と
は
、尾
張
徳
川
家
二
代
光
友
が
造
営
し
た
大
曽
根
御
下
屋
敷
が
あ
っ
た
場
所
で
、

光
友
時
代
の
屋
敷
は
約
十
三
万
坪
の
広
大
な
規
模
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。
光
友
歿
後
に
、

屋
敷
は
尾
張
徳
川
家
の
重
臣
で
あ
る
成
瀬
家
・
石い

し

河こ

家
・
渡
辺
家
の
屋
敷
と
な
っ
て
分

割
さ
れ
ま
し
た
が
、明
治
二
年（
一
八
六
九
）に
再
び
尾
張
徳
川
家
の
所
有
と
な
り
、明
治

三
十
三
年
に
侯
爵
邸
と
し
て
相
応
し
い
規
模
の
邸
宅
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
正
年
間
以
降
、大
曽
根
邸
の
役
割
は
縮
小
し
た
た
め
、十
九
代
義
親
は
昭
和
五
年

（
一
九
三
〇
）に
大
曽
根
邸
の
敷
地
の
大
部
分
を
名
古
屋
市
に
寄
付
し
、翌
六
年
に
正
式
に

名
古
屋
市
の
所
有
と
な
り
ま
し
た
。
名
古
屋
市
は
土
地
と
建
物
の
整
備
を
行
い
、翌
昭
和

七
年
に
徳
川
園
を
開
園
し
て
一
般
公
開
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、義
親
は
尾
張
徳
川
家
が

守
り
伝
え
て
き
た
什
宝
を
、新
た
に
設
立
し
た
財
団
法
人
尾
張
徳
川
黎
明
会（
現
・
公
益
財

団
法
人
徳
川
黎
明
会
）へ
寄
贈
し
、昭
和
十
年
に
徳
川
美
術
館
を
開
館
さ
せ
て
い
ま
す
。
名

古
屋
空
襲
の
被
害
を
受
け
、か
つ
て
の
侯
爵
邸
は
焼
失
し
ま
し
た
が
、徳
川
美
術
館
や
、戦

後
に
な
っ
て
尾
張
徳
川
家
か
ら
名
古
屋
市
へ
譲
ら
れ
た
蓬
左
文
庫
な
ど
、徳
川
園
内
に
は

尾
張
徳
川
家
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
施
設
が
継
承
さ
れ
、平
成
十
六
年（
二
〇
〇
四
）の
再
整

備
を
経
て
、現
在
に
到
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
展
覧
会
で
は
、御
下
屋
敷
伝
来
道
具
や
屋
敷
図
面
・
古
写
真
・
大
曽
根
邸
使
用
道
具

な
ど
か
ら
、こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
大
曽
根
御
下
屋
敷
・
尾

張
徳
川
家
大
曽
根
邸
の
歴
史
と
由
緒
を
紹
介
し
ま
す
。

大曽根下屋敷図　明治3年（1870）

成瀬家から尾張徳川家に譲られた頃の図面。敷地東側（図面右）三分の一程度が現在の徳川園の敷地。
かつては成瀬家屋敷部分だけでも約４万９千坪の広大な敷地であった。
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大曽根邸表御門古写真　
明治41年（1908）　徳川林政史研究所蔵
 
大曽根邸の西端（現在の徳川町・山口町
境付近）にあった表御門。西側より東側に
広がる大曽根邸を写しており、奥の中央
左よりに玄関棟の大屋根が見える。尾張
徳川家十八代義礼の葬送行列を撮影。

大曽根徳川邸農園図　3枚の内　
西部農園之図　明治末年頃

尾張徳川家大曽根邸玄関古写真　
明治末年頃　徳川林政史研究所蔵
 
正門南側の長屋（現存）屋根上より東側
を撮影。中央が玄関棟。左側に写る１号土
蔵（右）と２号土蔵（左）は、二棟を接続さ
せる形で南側に移設し蓬左文庫旧書庫
として利用。再整備後、現・蓬左文庫エン
トランスホールとして保存・利用してい
る。手前に写る井戸も現存している。
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四
つ
の
長
栄
寺 

　
現
在
の
蓬
左
文
庫
は
平
成
十
六
年
秋

に
新
築
オ
ー
プ
ン
し
た
。
そ
の
際
古
い

絵
図
を
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
す
る
と
い
う

作
業
に
参
加
し
た
。
そ
れ
ら
の
絵
図
の

う
ち
名
古
屋
城
下
図
十
一
枚
、尾
張
図
四

枚
は
、絵
図
中
の
文
字
約
三
万
二
千
件
を

す
べ
て
翻
刻
し
た
。
そ
の
作
業
中
、名
古

屋
城
下
と
そ
の
周
辺
に
は「
長
栄
寺
」と

い
う
寺
が
次
の
よ
う
に
四
カ
所
も
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
文
字
通
り「
長
く
栄

え
る
寺
」と
い
う
縁
起
が
い
い
名
前
で
あ

る
。

一
、
宮
出
町
長
栄
寺（
中
区
栄
四
丁
目
　
東

急
ホ
テ
ル
南
）日
蓮
宗
　
廃
寺

二
、
南
寺
町
長
栄
寺（
中
区
橘
一
丁
目
　
橘

小
学
校
西
）曹
洞
宗
　
清
須
越
　
現
存

三
、
柳
原
長
栄
寺（
北
区
柳
原
二
丁
目
　
地

下
鉄
名
城
公
園
駅
東
）天
台
宗
　
現
存

　
　
尾
張
藩
主
斉
温
の
帰
依
が
あ
っ
た
豪

潮
が
復
興
し
た
寺
と
し
て
有
名
。

四
、
志
水
長
栄
寺（
東
区
白
壁
二
・
三
丁
目

清
水
口
交
差
点
と
名
鉄
清
水
駅
の
中

間
）真
言
宗
　
廃
寺

　
こ
こ
で
は
四
の
志
水
長
栄
寺
を
と
り
あ

げ
た
い
。
こ
の
寺
は
上
街
道（
木
曽
街
道
）

が
城
下
を
出
る
地
点
の
西
側
に
あ
り（
地

図
参
照
）、長
久
寺
の
末
寺
で
あ
っ
た
。「
尾

張
年
中
行
事
絵
抄
」（『
名
古
屋
叢
書
三

編
』七
巻
）の
七
月
十
日
の
項
に
は
、

○
志し

水み
ず

長
ち
ょ
う

栄ゑ
い

寺じ

、観く
は
ん
お
ん音
参ま

い

り
。（
略
）
九く

万ま
ん

　九く

千せ
ん

日に
ち

の
参さ

ん
け
い詣

を
、此こ

の

夜よ

、後こ
う

園ゑ
ん

に
遊あ

そ

ば

し
む
。
庭に

わ

に
蓮は

す
い
け池
あ
り
、
折お

り

か
ら
花は

な

の

香か

、そ
よ
ぐ
初は

つ
あ
き秋
の
風か

ぜ

に
か
ほ
り
来き

、残の
こ

る
暑あ

つ

さ
の
苦く

な
ふ悩
を
ま
ぬ
が
る
。

と
あ
る
よ
う
に
蓮
の
花
の
名
所
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、

　相あ
い
つ
た伝

ふ
、此

こ
の
と
こ
ろ所

は
、太

お
ほ
む
か
し古

は
入い

り
う
み海

、中ち
ゅ
う
せ世

よ
り
元げ

ん
ろ
く禄
の
頃こ

ろ

ま
で
は
大お

ほ
ぬ
ま沼
に
し
て
、

夏な
つ

・
秋あ

き

の
時じ

分ぶ
ん

は
遊ゆ

う
せ
ん船
を
う
め
て
、
花は

な

火び

な
ど
を
上あ

げ

し
由よ

し

、古こ
ら
う老
の
談は

な
し話
に
聞き

け
り
。

其そ
の
あ
と跡
、
則

す
な
わ
ち

今い
ま

は
家い

へ
な
み並
と
成な

り

て
、
志し

水み
づ

池い
け
ま
ち町

の
名な

に
遺の

こ

り
。

と
あ
り
、付
近
に
は
元
禄
の
こ
ろ
ま
で
大
き

な
池
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
池

は
そ
の
後
、蓮
池
新
田（
後
に
太
賀
藤
新
田
）

と
し
て
開
発
さ
れ
た
。「
蓮
池
」の
名
は
、現

在
の
蓮
池
弁
財
天（
北
区
大
杉
一
丁
目
）に

残
っ
て
い
る
。
ま
た
名
鉄
清
水
駅
周
辺
の

旧
町
名
は
深
田
町
で
あ
り
、か
つ
て
は
湿
田

で
あ
っ
た
。
深
田
町
の
現
町
名
で
あ
る「
清

水
」も
清
水
が
湧
い
た
こ
と
に
よ
る
。
名
古

屋
台
地
と
北
側
の
平
野
と
の
比
高
は
、せ
い

ぜ
い
十
メ
ー
ト
ル
だ
が
、台
地
す
ぐ
下
は
地

下
水
位
が
高
く
、水
が
湧
き
や
す
い
土
地
で

あ
っ
た
。
か
つ
て
は
豊
か
な
自
然
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、こ
の
長
栄
寺
は
明
治
後
期
こ
ろ

廃
寺
に
な
り
、境
内
は
現
在
ほ
と
ん
ど
国

道
四
一
号
線（
空
港
線
）の
下
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
現
在
、寺
の
面
影
が
残
っ
て
い
な

い
で
あ
ろ
う
か
。
寺
の
入
り
口
付
近
と
思

わ
れ
る
場
所
に
は
、秋
葉
社（
写
真
、地
図
の

Ａ
地
点
）が
あ
る
。
建
物
間
の
狭
い
空
間
に

鎮
座
し
て
い
る
が
、地
元
の
人
に
よ
っ
て
管

理
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
江
戸
時
代

の
長
栄
寺
は
、境
内
に
弁
財
天
社
・
秋
葉
社

な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い

る
の
で
、現
在
の
秋
葉
社
は
そ
の
系
譜
を
引

く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
神
仏
分
離
以
前
に

は
、寺
の
境
内
に
神
様
の
祠
が
あ
る
こ
と
は

め
ず
ら
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
火
除

け
の
神
で
あ
る
秋
葉
大
権
現
自
体
も
神
仏

混
合
の
神
で
あ
る
。

　
実
は
国
道
を
隔
て
た
場
所（
地
図
Ｂ
地

点
）に
も
小
堂
が
あ
り
、こ
ち
ら
も
長
栄
寺

と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
、と
思
っ
て
い
る
。

（
学
芸
員
　
種
田
祐
司
）

閲
覧
室
だ
よ
り
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
窓
」
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　「
於
江
戸
喧
嘩
有
。
毎
年
春
勅
使
・
院
使

江
戸
へ
有
之
。
高
家
衆
吉
良
上
野
介
と
其
外

大
名
両
人
宛
御
馳
走
に
懸
る
事
也
。
今
度
も

上
野
介
と
浅
野
内
匠
と
外
に
何
の
某
と
云
者

懸
る
。
某
は
賂

ま
ひ
な
い

を
吉
良
へ
遣
し
て
首
尾
を
頼

む
。
内
匠
に
も
音
信
可
遣
由
、家
老
す
ゝ
む

と
い
へ
ど
も
、賂
を
以
て
諛

へ
つ
ら
う

事
な
し
と
て
少

も
不
遣
。
吉
良
は
欲
深
き
者
故
、前
々
皆
音
信

に
て
頼
む
に
、今
度
内
匠
が
仕
方
不
快
と
て
何

事
に
付
て
も
言
合
せ
知
ら
せ
な
く
、事
々
に
於

て
内
匠
齟
齬
す
る
事
多
し
。
内
匠
含
之
。
今

日
於
殿
中
、御
老
中
前
に
て
吉
良
云
様
、今
度

内
匠
万
事
不
自
由
ふ
も
と
を
り
不
可
言
、公
家

衆
も
不
快
と
被
思
と
云
。
内
匠
弥
含
之
座
を

立
。
其
次
の
廊
下
に
て
、内
匠
刀
を
抜
て
詞
を

懸
て
、吉
良
か
烏
帽
子
を
か
け
て
頭
を
切
る
。

吉
良
駭
て
急
ぎ
く
ゞ
り
の
様
成
所
を
く
ゞ
る

を
後
よ
り
腰
を
切
と
い
へ
ど
も
共
に
薄
手
に

て
つ
ゝ
が
な
し
。
内
匠
は
則
田
村
右
京
太
夫

に
御
預
け
、其
夜
切
腹
被
仰
付
て
云
く
、勅
答

未
終
の
間
に
、殿
中
に
て
狼
籍
の
仕
方
甚
不
届

と
思
召
と
云
々
。
吉
良
に
何
の
御
か
ま
ひ
な

く
喧
嘩
の
沙
汰
に
不
被
仰
出
間
、吉
良
も
疵
養

生
し
、前
の
ご
と
く
可
相
勤
と
云
々
。
内
匠
従

兄
弟
戸
田
采
女
頭
、内
匠
弟
浅
野
大
学
、右
両

人
に
内
匠
召
仕
等
不
騒
動
様
に
、国
元
共
に
可

致
由
被
仰
付
也
。」（
一
部
省
略
）

　
こ
の
一
文
は
朝
日
文
左
衛
門
重
章『
鸚
鵡

籠
中
記
』、元
禄
十
四
年
三
月
十
四
日
の
記
述

で
あ
る
。
有
名
な
元
禄
赤
穂
事
件
の
発
端
は

こ
う
記
録
さ
れ
て
い
る
。
事
件
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、翌
十
五
年
十
二
月
十
五
日
、

　「
夜
、
江
戸
に
て
浅
野
内
匠
家
来
四
十
七

人
、亡
主
の
怨
を
報
ず
る
と
称
し
、吉
良
上
野

介
首
を
取
り
芝
泉
岳
寺
へ
立
退
」（
同
書
、同

日
付
）と
あ
る
よ
う
に
、有
名
か
つ
劇
的
な

結
末
を
む
か
え
る
。
市
井
の
事
件
は
と
り

わ
け
克
明
に
記
録
に
の
こ
し
、時
に
辛
辣
な

感
想
を
ツ
イ
ー
ト
す
る
文
左
衛
門
だ
が
、こ

の
仇
討
ち
に
は
と
く
に
コ
メ
ン
ト
は
な
い
。

　
こ
の
元
禄
赤
穂
事
件
が
広
く
人
口
に
膾か

い
し
ゃ炙

し
た
の
は
、時
代
が
下
っ
て
歌
舞
伎
・
浄
瑠

璃『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』と
し
て
繰
り
返
し

上
演
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
江
戸
城
内
で

の
刃
傷
は
決
し
て
特
異
な
事
件
で
は
な
く
、

寛
政
五
年（
一
六
二
八
）に
目
付
豊
嶋
刑
部

が
若
年
寄
井
上
主
計
頭
を
刺
殺
、貞
享
元
年

（
一
六
八
四
）に
は
若
年
寄
稲
葉
石
見
守
が
大

老
堀
田
筑
前
守
を
刺
殺
す
る
な
ど
の
事
件
が

お
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
事
件
は
主
君
の
仇
討

ち
を
完
遂
し
た
こ
と
が
、市
井
の
特
別
な
共

感
を
得
た
の
だ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、『
鸚
鵡
籠
中
記
』に
は
別
に
興

味
深
い
記
述
も
あ
る
。
元
禄
十
五
年
十
二
月

廿
日
、仇
討
ち
の
五
日
後
の
記
述
に
、「
内
匠

家
来
片
岡
源
五
右
衛
門
は
熊
井
十
次
郎
が
子

也
。
仍
之
遠
慮
す
。
中
根
清
太
夫
も
又
従
兄

弟
故
、是
は
自
分
遠
慮
」、翌
年
二
月
晦
日
に

は
、「
熊
井
十
次
郎
遠
慮
御
免
。
中
根
清
太
夫

も
自
分
遠
慮
せ
し
が
、今
日
よ
り
罷
出
。（
中

略
）。赤
穂
夜
討
之
事
に
付
て
な
り
。」と
あ
る
。

つ
ま
り
、赤
穂
遺
臣
の
討
入
り
で
、尾
張
藩
士

の
熊
井
氏
や
中
根
氏
が
約
二
ケ
月「
遠
慮（
自

己
謹
慎
）」し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
赤
穂

と
尾
張
の
接
点
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、浅
野
家

と
尾
張
藩
は
関
わ
り
が
深
い
。
尾
張
藩
初
代
藩

主
義
直
の
正
妻
、春
姫（
高
原
院
）は
、浅
野
長

政
の
長
男
で
初
代
紀
州
藩
主
浅
野
幸
長
の
娘

で
、そ
の
輿
入
れ
に
際
し
媵よ

う
し
ん臣

と
し
て
数
家
が

尾
張
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
。『
士
林
泝
洄
』巻

第
七
十
四
庚
之
部
二
に「
媵
臣
家
」と
し
て
、大

津
、熊
井
な
ど
の
五
家
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

浅
野
幸
長
は
嗣
子
が
な
く
、弟
の
長
晟
が
跡
を

嗣
ぎ
、元
和
五
年
に
芸
州
広
島
藩
に
転
封
と
な

る
。
一
方
、長
政
の
三
男
長
重
の
子
長
直
は
播

州
赤
穂
に
転
封
さ
れ
赤
穂
藩
初
代
藩
主
と
な

る
。
そ
の
長
直
の
孫
が
元
禄
事
件
の
長
矩
に

あ
た
る
の
だ
。
つ
ま
り
、播
州
浅
野
家
は
芸
州

浅
野
家
の
傍
流
で
あ
り
、尾
張
藩
は
春
姫
を
通

じ
て
芸
州
浅
野
本
家
と
縁
戚
な
の
で
あ
る
。

　
話
を
戻
す
と
、片
岡
源
五
右
衛
門
は
寛
文
七

（
一
六
六
七
）年
、三
百
石
取
の
尾
張
藩
士
熊
井

十
次
郎
重
次
の
子
と
し
て
誕
生
。
や
が
て
縁

戚
の
赤
穂
藩
士
片
岡
六
左
衛
門
の
養
子
と
な

り
、家
督
相
続
後
は
浅
野
長
矩
の
寵
臣
と
し
て

三
百
十
石
を
得
て
い
た
。
討
入
り
の
後
、実
父

で
あ
る
熊
井
重
次
の
謹
慎
は
当
然
で
あ
り
、媵

臣
の
熊
井
氏
が
赤
穂
の
片
岡
家
と
関
わ
り
が

あ
る
こ
と
は
何
の
不
思
議
も
な
い
の
だ
。

　
ま
た『
金こ

ん
り
ん
つ
く
も
の
ち
り

鱗
九
十
九
塵
』巻
第
五
十
八
に
は

「
御お

そ
え
ち

添
地
　
△
名
家
」と
し
て
、「
不
破
氏

　当

家
の
先
祖
、元
ハ
播
州
赤
穗
の
城
主
浅
野
内

匠
頭
長
矩
に
仕
へ
て
、家
の
騒
動
の
刻
義
臣

の
列
に
入
た
る
不
破
数
右
衛
門
正
種
と
号
、

所
謂
四
拾
七
騎
の
一
人
に
し
て
、世
挙
て
知

る
所
也
。
其
後
正
種
の
子
、故
在
て
当
国
へ

来
り
仕
へ
て
、今
子
孫
御
添
地
に
居
す
る
事

連
綿
た
り
。（
後
略
）」と
あ
る
。
不
破
数
右
衛

門
の
子
大
五
郎
は
幼
少
で
出
家
し
縁
座
を
逃

れ
、の
ち
還
俗
し
て
尾
張
藩
に
召
し
抱
え
ら

れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、そ
の
子
孫

は
御
添
地
の
一
角
に
居
住
し
て
い
た
事
も
幕

末
の
城
下
図
か
ら
確
認
で
き
る
。

閲
覧
室
だ
よ
り
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
窓
」

（
調
査
研
究
員
　
松
村
冬
樹
）

元
禄
赤
穂
事
件
と
尾
張
藩
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表
紙
は
、「
源
氏
物
語
」を
翻
案
し
た
合
巻『
偽

紫
田
舎
源
氏
』で
の
ち
に
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作

家
と
な
っ
た
柳
亭
種
彦
の
読
本
第
一
作『
近
世

怪
談
霜
夜
星
』に
葛
飾
北
斎
が
画か

い
た
挿
絵
の

一
場
面
で
あ
る
。

　
シ
ャ
レ
や
流
行
語
を
多
用
し
、荒
唐
無
稽
な

筋
立
て
で
世
相
や
事
件
を
テ
ー
マ
に
大
流
行
し

た「
黄
表
紙
」や
、遊
里
を
舞
台
に
、そ
こ
で
遊

ぶ
通
人
た
ち
を
主
人
公
に
し
た「
洒
落
本
」が

幕
府
の
取
り
締
ま
り
強
化
に
よ
っ
て
衰
退
し
、

ス
ト
ー
リ
ー
性
を
重
視
し
た
長
編
も
の
の
流
行

に
よ
っ
て
、合
巻
と
と
も
に
江
戸
後
期
・
幕
末

の
大
衆
文
学
を
代
表
し
た
の
が
読
本
で
あ
る
。

　
合
巻
が
、挿
絵
と
文
章
が
渾
然
一
体
と
な
っ

た
長
編
絵
本
で
あ
る
の
に
対
し
、読
本
は
時
代

を
超
え
た
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー『
南
総
里
見
八
犬

伝
』に
代
表
さ
れ
る
封
建
道
徳
を
軸
に
、複
雑
で

壮
大
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
、和
漢
混
淆
文
に
よ
っ

て
語
ら
れ
る
挿
絵
入
り
長
編
小
説
で
あ
る
。

　
か
つ
て
の
恋
人
同
士
お
花
と
伊
兵
衛
は
、伊

兵
衛
の
妻
お
沢
を
だ
ま
し
て
自
殺
に
追
い
や

り
、め
で
た
く
所
帯
を
持
つ
が
、お
沢
の
怨
霊

が
二
人
を
追
い
つ
め
る
。
こ
の
筋
立
て
は
、鶴

屋
南
北
の『
東
海
道
四
谷
怪
談
』と
同
じ
元
禄

時
代
に
起
き
た
実
際
の
事
件
を
素
材
と
し
て

い
る
。

　
挿
絵
を
画か

い
た
北
斎
は
、文
化
年
間（
一
八

〇
四
～
一
八
）を
ピ
ー
ク
と
す
る
読
本
の
人
気

を
支
え
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
躍
動
感
に
満
ち
た

独
自
の
幻
想
的
表
現
や
想
像
力
は
、読
本
の
世

界
で
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
。

　
と
く
に
妖
怪
画
の
描
写
は
圧
巻
で
あ
る
。
表

紙
の
場
面
は
、襲
い
か
か
る
お
沢
の
怨
霊
に
立

ち
向
か
う
伊
兵
衛
、一
方
、怨
霊
が
見
え
ず
伊
兵

衛
を
止
め
よ
う
と
す
る
お
花
と
い
う
怪
奇
的

な
場
面
が
、北
斎
独
自
の
構
図
や
空
間
表
現
に

よ
っ
て
描
か
れ
、読
者
は
、物
語
の
世
界
に
引
き

込
ま
れ
る
。

　
本
書
は
、ま
た
丹
表
紙
に
鳥
居
清
経
風
の
題

箋
が
残
る
初
版
本
で
あ
る
。
挿
絵
に
は
、重

ね
刷
り
に
よ
る
墨
の
濃
淡
だ
け
で
表
現
さ
れ

た
鬼
気
迫
る
怨
霊
の
世
界
が
鮮
や
か
に
残
る
。

尾
崎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
名
品
と
い
え
る
逸
品

で
あ
る
。

近世怪談霜夜星　表紙　
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